
〇年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないこと
　だと思いますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する生徒の割
　合を８０％以上にする。
〇年度末の校内調査における「学校の規則を守っていますか」に対して、肯定
　的な回答をする生徒の割合を９０％以上にする。
〇特別支援コーディネーターを１名以上配置し、生徒情報交換会（小中連携会）
　を毎月１回実施する。中学校入学前の特別支援学級に在籍している児童の様
　子を毎学期１回確認する。
〇校内美化の活動を通じて、年度末の校内調査で「いっしょうけんめい清掃活
　動をしていますか」の質問に対して肯定的な回答を８５％以上にする。

〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、

　自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯
　定的な「当てはまる」と回答する児童の割合を３５％以上に保つ。
〇算数科「数と計算」の領域での単元テストの平均を６５％以上に保つ。
〇年度末の校内調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツをすること
　は好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童生徒の割合を前
　年度以上にする。

〇授業日において、児童生徒の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授
　業日の５０％以上にする。〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適
　さない日数を除く〕
〇年度末の校内調査で「本を読むのが好きですか」という項目に肯定的に回答する
　児童生徒の割合を、前年度より増加させる。
〇年次有給休暇を１０日以上取得する教職員の割合を、９０％以上にする。

＜国語＞　全国と比較して、「話すこと聞くこと」の領域において１０.７ポイント低く、
　　　　　「書くこと」の領域において１７.２ポイント低く、「読むこと」の領域におい
　　　　　て��.�ポイント低かった。
＜数学＞　全国と比較して、「数と式」の領域において１９.３ポイント低く、「図形」の領域において１１.７ポイント低く、「関数」の領域において１０.３ポイン
　　　　　ト低く、「データ活用」の領域において１２.６ポイント低かった。

学びに向かう力とともに基礎学力向上に向けて、思考力・判断力・表現力等の育成につながる授業改善を行う必要がある。

体力合計点数は全国と比較して、男女とも数ポイント下回った。「運動やスポーツをすることは好きですか」の項目で、肯定的な回答割合は、男女とも大阪市・全国
平均より１０ポイント以上低かった。１週間の総運動時間が６０分未満の生徒の割合が大阪市・全国平均と比べると女子は７％ほど高くなっており、男子は１５ポイ
ント以上高かった。
運動面においては、運動する機会が必然と増え運動能力の向上につながるよう、授業の工夫や普段の生活の意識付けが必要である。
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